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政
府
が
方
針
を
示
し
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
導

入
は
保
育
現
場
に
市
場
原
理
が
持

ち
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
福
祉

と
し
て
の
保
育
制
度
が
維
持
さ
れ

な
い
こ
と
や
、
保
護
者
の
負
担
増

に
つ
な
が
る
制
度
見
直
し
と
な
る

な
ど
の
懸
念
が
あ
り
、
国
の
責
任

で
福
祉
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
保

育
制
度
の
根
幹
が
大
き
く
揺
ら
ぐ

恐
れ
が
あ
る
。

　

保
育
制
度
の
見
直
し
に
あ
っ
て

は
保
護
者
、
保
育
現
場
等
の
意
見

を
十
分
尊
重
し
、
慎
重
に
検
討
す

る
こ
と
。

　

来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て「
安

心
子
ど
も
基
金
」
の
拡
充
等
、
保

育
の
充
実
に
向
け
た
地
方
の
創
意

工
夫
が
生
か
さ
れ
る
来
年
度
予
算

編
成
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

一
、
放
射
能
汚
染
の
実
態
を
正
確

か
つ
全
面
的
に
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
行
い
、
汚
染
の
実
態
と
リ

ス
ク
を
国
民
に
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
自
治
体
が
徹
底
し
た
放
射
能

汚
染
調
査
を
行
え
る
よ
う
、
専
門

家
の
派
遣
、
相
談
体
制
、
財
政
支

援
な
ど
国
の
支
援
体
制
を
早
急
に

整
備
す
る
。

一
、
放
射
能
汚
染
の
規
模
に
ふ
さ

わ
し
い
除
染
を
迅
速
に
進
め
る
。

一
、
国
の
責
任
で
食
品
検
査
体
制

を
抜
本
的
に
強
化
す
る
。
食
品
に

関
す
る
暫
定
規
制
値
を
、
科
学
者
、

専
門
家
、
農
家
、
消
費
者
な
ど
の

意
見
を
踏
ま
え
て
見
直
す
。

一
、
原
子
力
発
電
か
ら
撤
退
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す

る
。

　

八
月
三
〇
日
の
本
会
議
で
町
田

市
庁
舎
及
び
庁
舎
移
転
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
田
市
庁
舎
及
び
庁
舎
移
転
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
は
、
平

成
二
二
年
三
月
三
〇
日
に
設
置
さ

れ
以
降
計
六
回
の
委
員
会
を
開
催

し
調
査
検
討
を
重
ね
、
現
庁
舎
・

跡
地
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

一
部
調
査
結
果
を
出
し
ま
し
た
。

　

本
庁
舎
跡
地
等
の
活
用
に
つ
い

て
、
平
成
二
二
年
一
二
月
二
日
に

「
本
庁
舎
移
転
後
、
速
や
か
に
こ

の
庁
舎
跡
地
が
利
用
で
き
る
よ
う

取
り
計
ら
れ
た
い
。
」
ま
た
平
成

二
三
年
七
月
一
九
日
に
「
公
共
性

の
高
い
複
合
施
設
と
す
べ
き
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
を
委
員
会
の
意

見
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚

染
か
ら
子
ど
も
と
国
民
の
健
康
を

守
る
対
策
を
求
め
る
意
見
書

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
八
件
あ
て

　

ギ
リ
シ
ャ
で
の
国
債
暴
落
に
端

を
発
す
る
経
済
危
機
や
、
米
国
国

債
の
評
価
格
下
げ
に
伴
う
ド
ル
安

に
よ
っ
て
歴
史
的
水
準
で
の
円
高

が
進
行
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
に
は
、
菅
前
政
権
の
復
興
基
本

方
針
に
よ
れ
ば
、
一
九
兆
円
を
要

す
る
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
二
度
に
わ
た
る
補
正

予
算
を
編
成
し
て
も
、
本
格
的
な

復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
る
大
規
模

な
予
算
編
成
に
は
程
遠
く
、
ま
だ

日
本
経
済
は
復
活
し
て
い
な
い
。

　

今
こ
そ
国
会
及
び
政
府
は
、「
日

本
経
済
の
回
復
が
被
災
地
の
復
興

に
つ
な
が
る
」
と
の
考
え
の
下
、

景
気
対
策
、
防
災
の
た
め
の
基
盤

整
備
の
推
進
に
資
す
る
補
正
予
算

を
早
急
に
編
成
し
、
そ
れ
を
執
行

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
六
件
あ
て

　

議
員　

九
月
三
〇
日
に
提
出
し

た
入
会
審
査
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
は
い
つ
予
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

入

会
審
査
に
つ
い
て
の
現
地
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

議
員　

一
〇
月
中
に
受
け
な
い

と
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

今

後
加
入
申
し
込
み
後
に
現
地
調
査

を
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
Ｊ
リ
ー

グ
側
か
ら
連
絡
は
受
け
て
い
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
」
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

　

福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
は

日
を
追
う
ご
と
に
広
が
り
、
町
田

市
で
も
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
市
民
は
、
自
分
達
の
不

安
を
身
近
な
地
方
自
治
体
に
訴
え
、

地
方
自
治
体
は
そ
れ
に
応
え
て

様
々
な
対
応
を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
の
間
発
生
し
た
検
査
や
情
報

提
供
、
ま
た
こ
れ
か
ら
発
生
す
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
除
染
等
の
対

応
は
、
本
来
は
国
の
責
任
で
行
う

べ
き
も
の
で
あ
る
。
国
は
そ
の
こ

と
を
考
慮
し
、
自
治
体
が
行
う
放

射
性
物
質
対
策
に
要
す
る
費
用
を

国
が
保
障
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

記

　

自
治
体
が
行
う
放
射
性
物
質
対

策
に
要
す
る
費
用
を
、
国
が
保
障

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

　

現
在
ポ
リ
オ（
急
性
灰
白
髄
炎
）

の
予
防
接
種
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
な
っ
て
い
る
が
、
生
ワ
ク
チ

ン
か
ら
の
二
次
感
染
に
よ
る
患
者

が
発
生
し
て
い
る
。
先
進
国
の
ほ

と
ん
ど
は
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に

切
り
替
え
ら
れ
、
安
全
性
と
効
果

は
実
証
済
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省

は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
来
年
度
導

入
の
見
通
し
を
示
し
た
が
、
来
年

度
を
待
つ
こ
と
な
く
、
早
急
に
導

入
す
る
こ
と
。
ポ
リ
オ
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
の
生
産
体
制
が
整
う
ま
で
、

緊
急
輸
入
す
る
こ
と
。
ま
た
子
ど

も
に
必
要
な
予
防
接
種
の
費
用
に

つ
い
て
は
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
・

耳
下
腺
炎
・
水
疱
瘡
等
を
含
め
て
、

公
費
で
助
成
す
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
四
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
八
件
あ
て

 議 員 提 出 議 案 

第３回定例会では意見書６件を可決し、議長名で
関係行政庁へ提出しました。要旨は次のとおりです。

　

誰
も
が
い
つ
い
か
な
る
状
況
に

お
い
て
も
、
安
全
か
つ
安
心
し
て

妊
娠
・
出
産
が
で
き
、
そ
の
後
の

育
児
も
安
心
し
て
行
え
る
環
境
整

備
に
万
全
を
期
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

一
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響

が
不
明
確
な
中
、
早
期
に
国
の
取

組
と
し
て
恒
久
的
な
公
的
妊
娠
葛

藤
相
談
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。

二
、
放
射
性
物
質
の
妊
婦
へ
の
影

響
や
胎
児
と
放
射
性
物
質
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
国
が
把
握
し
て
い

る
情
報
を
早
急
に
開
示
す
る
こ
と
。

三
、
「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
賠
償
に
当

た
っ
て
は
、
胎
内
被
ば
く
や
避
難

等
に
よ
る
母
子
の
精
神
的
な
負
担

等
に
対
す
る
被
害
も
対
象
と
す
る

こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

　

議
員　

ほ
か
の
申
請
二
チ
ー
ム

は
ク
ラ
ブ
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
に
つ

い
て
の
指
摘
が
明
示
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
ち
ら
の
準
備
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

行

政
と
し
て
は
、
ゼ
ル
ビ
ア
が
ク
ラ

ブ
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
の
対
応
に
つ

い
て
行
う
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
市
と
し
て
支
援
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

議
員　

昇
格
が
十
分
可
能
か
ど

う
か
、
覚
悟
と
い
う
か
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

Ｊ

リ
ー
グ
加
盟
に
お
け
る
四
つ
の
条

件
に
つ
い
て
、
四
位
以
内
、
ホ
ー

ム
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
観
客
動
員
数

が
三
千
人
を
超
え
る
こ
と
、
経
営

の
健
全
化
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
で
き
る
と

き
ょ
う
現
在
は
考
え
て
い
ま
す
。

ポ
リ
オ
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

の
早
急
な
導
入
等
を
求
め

る
意
見
書

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
妊

婦
及
び
胎
児
に
対
す
る
支
援

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

円
高
・
デ
フ
レ
を
克
服
す
る
経

済
対
策
を
求
め
る
意
見
書

町
田
市
庁
舎
及
び
庁
舎

移
転
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
の
中
間
報
告

地
方
自
治
体
が
行
う
放
射
性
物
質
対

策
に
要
す
る
費
用
を
国
の
責
任
に
お

い
て
保
障
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

請請
願願
のの
処処
理理
経経
過過

及及
びび
結結
果果
報報
告告

緊緊
急急
質質
問問

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
へ
の
Ｊ

リ
ー
グ
加
盟
の
た
め
の
支
援

を
求
め
る
請
願

　

平
成
二
三
年
第
二
回
定
例
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い

て
、
市
長
か
ら
処
理
経
過
及
び
結

果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
田
市
で
は
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

チ
ー
ム
の
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
に

対
し
、
か
ね
て
か
ら
、
ホ
ー
ム
ゲ

ー
ム
の
試
合
会
場
や
練
習
場
の
優

先
的
利
用
、
広
報
ま
ち
だ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
試
合
情
報

等
の
周
知
を
は
じ
め
と
す
る
包
括

的
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
支
援
を
今
後
も
引

き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
が

ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
と
す
る
町
田

市
立
陸
上
競
技
場
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
リ
ー
グ
規
約
に
定
め
る
ス
タ
ジ

ア
ム
基
準
（
Ｊ
２
）
を
満
た
す
よ

う
、
ク
ラ
ブ
や
Ｊ
リ
ー
グ
を
は
じ

め
と
す
る
関
連
機
関
や
団
体
等
と

調
整
を
重
ね
な
が
ら
、
整
備
計
画

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

週
一
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
地
域
を
代
表
す
る
場
所
と
し

て
小
学
校
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
測
定
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
測
定
日
の
翌
日
に
町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
掲
示
を
行
う

と
と
も
に
、
広
報
ま
ち
だ
で
随
時

公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
七
地
点

の
測
定
を
九
月
末
ま
で
継
続
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
の

対
応
を
判
断
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

町
田
市
に
お
け
る
空
間
放
射
線

量
の
測
定
に
つ
い
て
は
、
町
田
市

の
地
域
性
を
踏
ま
え
、
東
京
都
が

六
月
二
一
日
に
測
定
し
た
鶴
川
第

一
小
学
校
、
三
輪
小
学
校
、
町
田

第
六
小
学
校
、
図
師
小
学
校
の
四

地
点
に
加
え
、
南
第
一
小
学
校
、

相
原
小
学
校
、
小
山
小
学
校
の
計

七
地
点
に
お
い
て
、
七
月
五
日
か

ら
毎
週
一
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
測
定
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
測
定
日
の
翌
日
に
町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
掲
示
を
行
う

と
と
も
に
、
広
報
ま
ち
だ
で
随
時

公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
七
地
点

の
測
定
を
九
月
末
ま
で
継
続
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
の

対
応
を
判
断
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

水
道
水
に
つ
い
て
は
、
水
道
事

業
者
で
あ
る
東
京
都
水
道
局
に
対

し
市
内
の
浄
水
所
で
放
射
線
量
の

測
定
を
行
う
よ
う
要
望
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
東
京
都
水
道
局
と
し

て
は
八
月
一
日
か
ら
新
た
に
放
射

線
量
の
測
定
機
器
を
購
入
し
、
町

田
市
内
の
浄
水
所
を
含
む
多
摩
地

区
の
浄
水
所
で
の
放
射
線
量
の
測

定
が
開
始
し
て
お
り
、
測
定
結
果

　

町
田
市
に
お
け
る
放
射
線
量
の

測
定
に
つ
い
て
は
、
町
田
市
の
地

域
性
を
踏
ま
え
、
東
京
都
が
六
月

二
一
日
に
測
定
し
た
鶴
川
第
一
小

学
校
、
三
輪
小
学
校
、
町
田
第
六

小
学
校
、
図
師
小
学
校
の
四
地
点

に
加
え
、
南
第
一
小
学
校
、
相
原

小
学
校
、
小
山
小
学
校
の
計
七
地

点
に
お
い
て
、
七
月
五
日
か
ら
毎

に
つ
い
て
は
市
及
び
東
京
都
水
道

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

お
り
ま
す
。

　

農
産
物
に
つ
い
て
、
東
京
都
が

行
っ
た
町
田
産
農
産
物
の
放
射
性

物
質
検
査
で
は
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、

小
松
菜
を
対
象
に
実
施
し
た
第
一

回
検
査
（
六
月
一
日
、
二
日
）
及

び
小
松
菜
を
対
象
に
行
っ
た
第
二

回
検
査（
七
月
二
〇
日
、
二
一
日
）

で
と
も
に
放
射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
国
の
暫
定
基
準
値

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

町
田
市
で
は
今
後
も
Ｊ
Ａ
町
田

市
、
市
内
生
産
者
と
連
携
し
、
東

京
都
の
実
施
す
る
町
田
産
農
産
物

の
放
射
性
物
質
検
査
に
協
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
田
市
に
お
け
る
放
射
線
量
の

測
定
に
つ
い
て
は
、
町
田
市
の
地

域
性
を
踏
ま
え
、
東
京
都
が
六
月

二
一
日
に
測
定
し
た
鶴
川
第
一
小

学
校
、
三
輪
小
学
校
、
町
田
第
六

小
学
校
、
図
師
小
学
校
の
四
地
点

に
加
え
、
南
第
一
小
学
校
、
相
原

小
学
校
、
小
山
小
学
校
の
計
七
地

点
に
お
い
て
、
七
月
五
日
か
ら
毎

週
一
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

計
測
は
、
同
じ
条
件
と
な
る
よ

う
に
、
土
が
露
出
し
、
草
な
ど
が

密
集
し
て
覆
い
茂
っ
て
い
な
い
校

庭
中
央
付
近
を
選
定
し
、
地
表
面

か
ら
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
及
び
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
二
カ
所
の
ポ
イ

ン
ト
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
測
定
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、
測
定
日
の
翌
日
に
町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
掲
示
を
行
う

と
と
も
に
、
広
報
ま
ち
だ
で
随
時

公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
七
地
点

の
測
定
を
九
月
末
ま
で
継
続
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
の

対
応
を
判
断
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

町
田
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚

園
お
よ
び
小
中
学
校
の
放
射

線
量
の
定
期
的
な
測
定
と
市

民
へ
の
情
報
の
公
表
を
求
め

る
請
願

町
田
市
内
に
お
い
て
放
射
線

量
測
定
の
実
施
を
求
め
る
請

願

町
田
市
の
学
校
等
の
放
射
線

量
測
定
に
関
す
る
請
願

�

�
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一
〇
月
四
日
本
会
議
で
緊
急
質

問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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